
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

2021 新たな年を迎え、いかがお過ごしでしょうか。昨年

から新型コロナウイルス感染症が感染拡大する中、命と健

康、生活が脅かされ、今後も予断を許さない状況が続きま

す。皆様にはご自愛いただき、様々なご相談もお気軽に行

政や事務所へご連絡ください。 
今回は、昨年 11 月 26 日~12 月 14 日に行なわれた第

４回定例会のご報告を致します。 
第 7 号・第 8 号 一般会計補正予算 可決 

36億 8,127万円(第 7号)、3億 8,983万円(第 8号)を一般会計に増額

する補正予算が全会一致で可決しました。 

新型コロナウイルス感染症対策に係る経費(PCR 検査拡大、時短営業協力

金、緊急融資 等)、新規循環バス路線運行に係る経費(新小岩駅～東新小岩・

奥戸・細田・鎌倉地域)、新小岩駅周辺開発に係る経費など、必要な経費と認

め可決しました。 
PCR検査拡大 内容 

・検査希望する福祉施設職員(入所、訪問系、通所系、居宅介護支援事業者等) 

・陽性者が発生した子育て施設の、濃厚接触者以外の希望する職員 

・接待を伴う飲食店及び周辺店舗の濃厚接触者以外の従業員等 

・高齢者(65歳以上の方自己負担/3,000円)・基礎疾患のある方(65歳未満

/医師の診断書が必要)(1人 1回/2021年 3月末まで) 

区政/生活/労働 etc お気軽にご相談下さい。  
問い合わせは、みずま事務所 TEL・FAX・メールからお願い致します。 
 

第４回定例会報告 

金町駅前活動センター 保留床金額１１億２６５０万円 

 葛飾区は、金町六丁目駅前再開発の再開発ビル 3階部分を購入し、駅前活

動センターとして、整備する方針です。 

 総務委員会で、3 階部分の保留床を買う金額が報告されました。金額は、

1,126,500,000 円です。内装・設備に係る設計及び工事の費用は、別途示すと

報告がありました。 

 議会では第 3 回定例会で、金町駅前活動センター条例制定に賛否が分かれ

ました。来年度以降の財政が逼迫することが予測される中で、この施設の整備

に多額の税金を投入することが本当に必要なのか、疑問です。 

 コロナ対策、水害・複合災害対策、保育・介護の人材確保、保険料負担軽減 

等、今必要な優先すべきものは多くあるのではないでしょうか。 

意見書が可決されました 

4 つの意見書が可決され、東京都、政府へ以下のことを求めました。
 

【都道環状七号線の青砥橋におけるエレベーター設置を求める意見書】 
 ･･･青砥橋のエレベーター設置の早期実現 
【不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書】 
･･･①「人工授精」「体外受精」「顕微授精」「男性に対する治療」の 

保険適用の検討 
②保険適用拡大適用までの間、整合性を考慮した所得制限の撤廃や回

数制限の緩和など、既存の助成制度の拡充 
③不妊治療と仕事の両立できる環境の整備、相談体制の拡充 
④不育症への保険適用、事実婚への不妊治療の保険適用、助成の検討 

※不育症…妊娠はするけれども、流産・死産、新生児死亡などを繰り返

して結果的に生児を得られない状態 
他【固定資産税及び都市計画税に係る軽減措置の継続を求める意見書】 
 【犯罪被害者支援の充実を求める意見書】 



意見の分かれた議案 
【議案第６９号 葛飾区地域コミュニティ施設条例の一部を改正する条例】 

可決…みずま賛成 
 渋江憩い交流館を廃止するものです。渋江憩い交流館は渋江保育園・
児童館と併設されています。保育園・児童館が施設更新される方針です
が、利用が低下している憩い交流館については、廃止するというもので
す。  
 憩い交流館の利用者・利用団体へは、現状の利用曜日・時間帯で周辺
施設(東四つ木地区センター・渋江集い交流館・木根川集い交流館など)
で現状の施設利用(一般開放の囲碁・将棋やカラオケなど)ができるよう調
整が行なわれていることから、賛成としました。  
 

【2 請願第４号  立石駅南口東西地区市街地再開発に関する請願】 
不採択…みずま採択主張  

  現在の立石駅南口東西地区市街地再開発計画の見直しを求める請願で
す。地権者の１人が請願者となって提出されたもので、現状のタワーマ
ンション二棟を建てる計画を見直し、中低層、防災強化を基本とした計
画に見直しを求める請願内容です。  
 みずまは、タワーマンションやビル内への公共施設誘致を前提とした
駅前再開発は、高い維持管理費などから区の財政負担が増すことが問題
だと考えています。地権者だけの問題ではありません。  
 計画の見直しは必要と考えることから、請願の採択を主張しました。  
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葛飾区地域コミュニティ施設条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

立石駅南口東西地区市街地再開
発に関する請願

× × × ○ × × × × × ○ ×

介護職場の人手不足 区は実態把握し、効果的な施策を 

【第 8 期葛飾区高齢者保健福祉計画・介護保険事

業計画(素案)】が、保健福祉委員会で庶務報告さ

れました。2021 年度～2023 年度の計画です。 

委員会では、介護従事者の処遇改善について質

疑し求めました。「介護サービスの質の向上」を

施策の方向性に位置づけていますが、区の調査で

は、葛飾区の事業所 74.5％で「人員不足」と感

じているとの結果です。 

介護職場で働き続けられる環境づくりに、処遇

改善は外せない喫緊の問題です。尚且つ、保険料

や利用料に跳ね返らない財政措置が必要です。  

介護保険制度は国の制度ではありますが、保険

者である葛飾区が主体的に取り組むことが求め

られていると考えます。 

現在行なわれている人材確保施策が効果的なも

のになっているのか、区内事業所への調査を継続

し、制度改善・財政措置を国へ強く要望をしてい

くことを求めました。 

(仮称)公契約条例(素案)示される しかし･･･ 
(仮称)葛飾区公契約条例(素案)が報告されました。みずまは、一期目から公

契約条例制定を求め続けてきました。地方公共団体の公共工事などを受託した

業者に対し、そこで働く人に地方自治体が指定した賃金以上の支払いを義務付

けることが主な目的です。しかし、区が示した(仮称)葛飾区公契約条例(素案)

は、実務的な決めごとは何もなく、完全な理念条例となっています。 

｢公契約条例｣と謳うのならば、労働報酬下限額(最低賃金)などを定めて、働

く人の敵正な労働条件確保に実効性を持たせることが必要です。 

みずま雪絵プロフィール 

1984年 お花茶屋生まれ 

区立上千葉小・青葉中 卒業 

介護福祉士 区内の老人保健

施設・訪問介護で 10年勤務 

2013年～葛飾区議会議員 
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